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芦屋市ネーミングライツパートナー(市民会館大・小ホール)募集要項 

 

 芦屋市では、公共施設等の安定的な運営・管理のための財源確保を図るた

め、対象施設等に愛称を付与する権利（以下「ネーミングライツ」という。）

を取得する民間事業者等（以下「パートナー」という。）を募集します。 

 

１ 対象施設等 

 (1) 施設名称 市民会館（大ホール、小ホール、楽屋） 

 (2) 所在地  芦屋市業平町８番２４号 

 

２ 募集の概要 

 (1) 応募資格 

   応募資格を有する者は、次の各号のいずれにも該当しない法人とする。 

  ア 代表者及び役員が破産者及び拘禁刑以上の刑に処せられている者 

  イ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）及び民事再生法（平成１

１年法律第２２５号）等による手続き中である者 

  ウ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第

７７号）第２条第６号に規定する暴力団員が役員又は代表者として若

しくは実質的に経営に関与している民間事業者等、役員等が暴力団又

は暴力団員に金銭的な援助を行っている民間事業者等、その他芦屋市

暴力団排除条例（平成２４年芦屋市条例第３０号）第２条第１号及び

第３号に該当する者 

  エ 公租公課を滞納している者 

  オ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２

項の規定により、本市から一般競争入札の参加者資格を取り消されて

いる者 

  カ 本市の指名停止基準による指名停止を受けている者 

  キ その他市長が適当でないと認める者 

(2) 協定期間 

   令和９年４月１日から令和１４年３月３１日まで（５年間） 

 (3) 命名権料 

  ア 命名権料の最低制限価格は、年額２００万円（消費税抜き）とする。 

  イ 消費税を含まない年額で提案すること。その際、最低制限価格以上
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の額で提案すること。ただし、支払い時には別途、消費税及び地方消

費税が必要となることに留意すること。 

  ウ 協定期間の始期が会計年度の途中からとなる場合、協定期間に相当

する命名権料を月割りで算出する。 

  エ 納付方法は、毎年度ごとに、本市の請求に基づき、各年度分を４月

３０日（土曜、日曜、祝日の場合は、その直前の平日）までに一括し

て前納することを基本とする。ただし、協定年度分の納付期限につい

ては、甲が請求を行った日から原則２週間以内とする。  
  オ エの納付期日までに命名権料を納付しないときは、延滞期間に応じ、

命名権料に芦屋市税外徴収金の督促手数料及び延滞金の徴収に関す

る条例（昭和３３年条例第１４号）に規定する割合を乗じて得た額を

延滞金として徴収する。  
  カ 徴収した命名権料は還付しない。ただし、特別の理由があるときは、

その全部または一部を還付することがある。 

(4) 愛称について 

  ア 愛称に係る条件 

    対象施設等に付す愛称は、対象施設等の設置及び実施目的にふさわ

しく、市民が親しみを持てるものとし、次のいずれにも該当しないも

のとする。 

   (ｱ) 政治的活動又は宗教的活動に関するもの 

   (ｲ) 社会問題についての主義・主張に関するもの 

   (ｳ) 誇大又は虚偽のおそれのあるもの 

   (ｴ) 公序良俗に反するおそれのあるもの 

   (ｵ) 第三者を誹謗中傷又は排斥するもの 

   (ｶ) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年

法律第１２２号）に基づく風俗営業及び風俗営業に類似した業種に

関するもの 

   (ｷ) 第三者の著作権、財産権、プライバシー等を侵害するおそれのあ

るもの 

   (ｸ) 法令等に反するもの 

   (ｹ) 求人広告に関するもの 

   (ｺ) 青少年の健全な育成に反するおそれのあるもの 

   (ｻ) 貸金業に関するもの 
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   (ｼ) その他、当該対象施設等の愛称として適当でないと市長が認める

もの 

  イ 提案する愛称について 

    提案する愛称は「○○ルナ・ホール」又は「ルナ・ホール○○」と

し、「ルナ・ホール」という名称は必ず使用すること。 

(5) 愛称標示について 

  ア 期間 

    愛称標示の期間は、協定期間の始期以降から満了日までとする。 

  イ 標示に係る条件 

   (ｱ) 企業名、商品名等を含む日本語及び英語アルファベットに限る。

なお、フォントや色等については現状の標示の雰囲気を損ねないこ

と。（企業ロゴ、マーク及びキャッチコピーの使用を指定した提案

を可とする。ただし、標示には愛称を必ず標示するものとし、当該

標示において愛称を最も視認性の高い位置に配置すること。また、

文字の大きさ、使用面積において企業ロゴ等が愛称を上回らないも

のとする。なお、企業ロゴ及びマークについては、応募者が権利を

有する登録商標であることを前提とする。また、企業ロゴ等につい

ては、２(4)ア「愛称に係る条件」を準用するものとし、記載可否に

ついては審査委員会において審査のうえ決定する。）本市には、公

共サインについて標示方法を規定する計画があるため、詳細は協議

の上決定することとする。 

   (ｲ) 協定期間中、愛称を変更することはできない。ただし、愛称変更

の必要性について特段の理由がある旨を説明し、市から同意を得た

場合は、この限りでない。 

  ウ 標示可能場所及び寸法 

    本募集開始時点で、既設案内板が設置されている場所（※）とする。 

    ※別添資料「既設案内板設置場所等」を参照すること。なお、当該

箇所以外の設置や標示変更については、協定の締結後に市とパート

ナーとが協議して決める。 

  エ 費用負担の区分 

   (ｱ) 対象施設等に冠した看板等の新設・変更に係る費用及び協定期間

終了又は協定の解除に伴う原状回復費用については、パートナーの

負担とする。 
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   (ｲ) パートナーとの協定の締結後又は協定期間終了後に市が作成す

る印刷物や市ホームページ等における対象施設等の名称表示の変

更については、市の負担とする。 

  オ その他 

    看板等の新設・変更に際して、芦屋市屋外広告物条例（平成２７年

芦屋市条例第５４号）及び同条例施行規則を遵守すること。また、必

要な届出は市が行うこととするが、当該届出に必要な書類等の作成を

行うこと。なお、景観アドバイザーの意見を聴く場合があることに留

意すること。 

 

３ 応募手続 

 (1) 募集要項の配布 

   令和８年１０月５日（月）から市ホームページに募集要項、応募様式

等を掲載しているので、ダウンロードすること。 

(2) 質問の受付 

ア 質問の方法 

質問の要旨を簡潔にまとめ、「芦屋市ネーミングライツパートナー

（市民会館大・小ホール）募集に関する質問書」を電子メールで送信

すること。 

イ 質問の受付期間 

令和８年１０月５日（月）から令和８年１０月２３日（金）午後５

時まで 

ウ 質問の受付 

企画部国際文化推進室市民センター 

電子メールアドレス：shimin_c@city.ashiya.lg.jp 

エ 質問に対する回答の方法 

市ホームページに回答を記載する。最終回答は令和８年１１月２日

（月）までに行う。 

(3) 応募書類の提出 

 ア 応募書類 

「芦屋市ネーミングライツパートナー応募書類一覧」のとおり。 

    なお、応募書類はデータファイル（ワード、エクセル、ＰＤＦ）で

も提出すること。 

mailto:shimin_c@city.ashiya.lg.jp
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  イ 提出部数 

    正本１部、副本１部の合計２部（１部ずつＡ４ファイルに綴じるこ

と。）及び応募書類のデータファイル（ＣＤ化等）１部 

  ウ 注意事項 

   (ｱ) 応募書類については、ページ番号（全ページの通し番号）を付記

の上、資料番号ごとにインデックスを貼付した仕切り紙を挿入する

こと。また、添付書類は各様式の後に添付し、インデックスを貼付

すること。 

   (ｲ) 受付期間を過ぎたものは受理しない。 

   (ｳ) 提出された書類等は返却しない。 

   (ｴ) 応募のために生じる一切の費用について事業者の負担とする。 

   (ｵ) 必要に応じて、別途資料を請求する場合がある。 

(ｶ) 提出された書類については、「芦屋市情報公開条例」等関連規定

により公開することがある。 

   (ｷ) 書類提出後に辞退する場合は、必ず書面（様式自由）により届け

出ること。 

(4) 応募書類の受付 

  ア 受付期間 

 令和８年１０月５日（月）から令和８年１１月１３日（金）まで 

 午前１０時から午後５時まで（１２時から１３時までを除く。） 

（毎週火曜日は休館） 

  イ 受付場所 

    芦屋市業平町８番２４号 市民会館（本館） ２階 事務室 

  ウ 注意事項 

   (ｱ) 応募書類の提出は原則持参すること。（遠隔地の事業者で持参に

よる申込ができない場合に限り、郵便等による受付を行う。郵便等

による提出を希望する場合は、事前に相談すること。） 

   (ｲ) 応募書類の提出時には、資料の内容を説明できる者が来館するこ

と。 

 

４ 選定方法等 

(1) 選定方法 

  芦屋市ネーミングライツ事業実施要綱の規定に基づき、ネーミングラ
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イツ審査委員会（以下「審査委員会」という。）による選定を踏まえ、芦

屋市長がパートナーを決定する。 

(2) 選定基準 

   審査委員会は、次の項目を基本に、公平かつ適正に審査し、選定する。 

  ア パートナーとしての特性 

   (ｱ) 応募者概要等 

   (ｲ) 社会貢献実績 

   (ｳ) 応募動機等 

  イ 希望愛称名 

  ウ 提案金額 

(3) 指定管理者制度導入施設等に係る留意事項 

   指定管理者制度導入（予定）施設においては、ネーミングライツ契約

予定期間中の指定管理（予定）者と事業目的が競合する提案者はパート

ナーになれません。 

(4) 選定結果の通知 

   決定後、応募者に文書で通知するとともに、決定したパートナーを市

ホームページ等で公表する。 

(5) 協定の締結 

    決定したパートナーは、愛称付与に関する協定を市と締結すること。 

 

５ 問い合わせ先 

  企画部国際文化推進室市民センター 

  〒６５９－８５０１ 芦屋市業平町８番２４号 

  電話：０７９７－３１－４９９５ 

  F a x：０７９７－３１－４９９８ 

  Mail：shimin_c＠city.ashiya.lg.jp 


